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クロスメンバー

統合型 バッテリーケースアッパー

・ケース内クロスメンバーを廃止し、部品 / 打点数削減、

積載容量増加に貢献

・ホットスタンプの深い張り出し成形技術により衝突時の反力性能を

維持したままケースアッパーに機能を統合することで実現

製品特長 効果

製品技術

・ユニプレスの独自プレス工法で、深い張出し成形が可能

・通常工法では実現できなかったクロスメンバー一体構造が

成形可能 従来構造と同等以上の断面耐力を達成

ケ

ス
構
造

ー

メ
リ
ッ
ト

従来
構造

クロスメンバー 
1180MPa 材

ケースアッパー
軟鋼

ケース本体 ケース本体

一体化 ケースアッパー
1.5GPa ホットスタンプ

断面形状

従来
構造

・モジュール積載率向上 ・部品数大幅削減

・大型モジュール設定スペースの創出 ・クロスメンバーの溶接ゼロ
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通常工法

低い張り出し・低耐力

独自工法
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